
 

 

めざす子どもの 3 つの姿 「自立・共生・自己実現」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校再開！さあ 2 学期のスタートだ！ 

 

学校だより 

2020 年（令和２年）８月 25 日 
福山市立常石小学校  眺洋山 ９ 月号 



 

ワールドオリエンテーション ～「自ら学ぶ力」の育成を目指して～ 
   

 常石小学校には，ワールドオリエンテーションという時間が設定されています。 

ワールドオリエンテーションは,子ども達が, 身近な経験世界にある事象や現実の中から問

いを見出し,個別もしくは友達と協働で探究する学びの時間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワールドオリエンテーションは，その内容に基づき,教科学習の内容を再編し,関連付けて学

習したりするなど，子ども達の学校生活の全てに関わることから,本場のオランダのイエナプ

ラン学校では，「イエナプランのハート」と呼ばれています。 

 もちろん，こういった探究的な学習は，なにもイエナプランの学校だけが行っているわけで

はありません。2020 年からスタートした新しい小学校の学習指導要領でも 

 

児童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより

深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，

思いや考えを基に，創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。 

 

と示されており，探究的な学習の更なる充実が求められています。 

 さらに 2022 年から始まる高等学校の学習指導要領では，「総合的な探究の時間」の他に，

「古典探究」「地理探究」「理数探究」といった「探究」と名のついた科目が複数設定されまし

た。「探究」は今後さらに子どもたちの学習の中心となっていくといえます。 

 現在，常石小学校では，午後の時間を中心に，総合的な学習の時間や各教科の時間を組み合

わせて，ワールドオリエンテーションを行っています。ワールドオリエンテーションにおける

探究の過程は，テーマによって様々に変化していきますが，主には次のような流れとなってい

ます。 

 

常石小の特色ある学びを紹介！  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科を中心とした学習内容の習得だけを「学力」ととらえ

ると，ワールドオリエンテーションは「学力」が身に付かな

いのでは？と思われてしまうかもしれません。しかし，現在

のように変化し続ける社会を生きていくためには，そういっ

た狭い意味での「学力」だけでは十分ではありません。むし

ろ，自ら課題を見つけ，自分で学びを組み立て，実行できる

こと，周囲の人や社会とかかわり，変化を生み出していく主

体となること，自分の判断や行動を絶えず振り返り，修正・

改善するといった力がより一層重要となってきます。常石小学校では，この力を「21 世紀型

スキル＆倫理観」として設定しています。 

 ワールドオリエンテーションは，「21 世紀型スキル＆倫理観」を育てていく要の時間とし

て，今後も更なる充実を目指して取り組んでいきます。 

③計画する 

⑥記録し保管する 

④探究する 

⑤発表する 

②問いを集める 

町へ散歩に出かける 
自然に触れる 実物を観察する 

「常石」をテーマに子どもたちが問いを集めたもの 計画案を練っている子どもたち 

実際にやってみる 電話で聞く 実験・観察する 製作する 

パワーポイントを使って 実物を示しながら 

①出会う・刺激を受ける 



学校と保護者をつなぐ対話の会開催！ 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

日時    9 月１０日（木）15:10～ 

場所    常石小学校 体育館 

対話テーマ 「学びについて」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他にも学校や子どもたちの様子を知っていただくために，次のような会を，年間

を通して実施していきます。 

授業公開 （年３回：2 学期以降は２回）…ブロックアワーにおける教科の学びの様子を見ていただきます。  

季節の催し（年 3 回：2 学期以降は２回）…ワールドオリエンテーションの取組発表の様子を見ていただきます。 

学級懇談 （年 3 回:2 学期以降は２回）…学級運営，児童の様子等についての説明および意見交流を行います。 

対話の会 （年 3 回：２学期以降は２回）…学校からの取組の説明および意見交流を行います。 

詳しい日程等は，今後学校だより等でお伝えします。 

 

常石小学校は，2022 年にイエナプラン教育校として新たなスタートを切ります。それに伴って，2019 年度からの

3 年間は，移行期間として学校が大きく変化しています。 

 教室のリニューアル，服装の自由化，1 年生から 3 年生までの学級編成，ブロックアワーと言われる自由進度学習を

取り入れた教科学習の時間，サークル対話，ワールドオリエンテーションの実施・・・。 

 これらの変化に期待を寄せて頂いている一方で，変化に戸惑っておられる保護者の方もいらっしゃると思います。 

保護者の方々が学校に期待すること，そして感じておられる疑問や不安についてお聞きするとともに，学校の考え

方や実際の子どもたちの学びの様子をお伝えさせていただきたいと思い，このような会を定期的に設けることにしま

した。 

新型コロナウィルス感染症への対策を取りながらの実施となりますが，ぜひご参加いただきますよう，よろしくお

願いいたします。 

校長 甲斐 和子 

子どもたちは毎日楽しそうだけど，ちゃんと学習しているの？ 

ブロックアワーの学びって実際はどうなの？学力はつくの？ 

サークル対話でどんなことをしているの？ 

思いを交流しましょう！ 

予告 

保護者による大日向小学
校視察報告もあり！ 

私立でイエナプラン教育を実践している大

日向小学校を，昨年度，保護者の方が視察され

ました。 

保護者の目から見たイエナプラン教育につ

いて報告していただきます。 

第 1 回（定期的に開催予定！） 


